
　次は大法寺です/この山の麓にある



　　　　　左手前方が大法寺本堂





　　　　　本堂





　　　　　　前方が観音堂方面





正面は観音堂、左手に三重塔が見える



　　　観音堂























　　　　三重塔/鎌倉時代末/国宝





　　　　塔の組物は全部「三手先」にするのが普通なのに、この塔では一階を「二手先」にしているとのこと

























三階の扉の上部を注意すると、板壁のところに白い色が残っているのがわかるが、これはこの塔がつくられた当時は、塔全体が
朱色(所によっては緑色)にぬられていて、その下にのった「胡粉」と呼ばれる塗料が残っているのだとのこと







　　　ここも紫陽花が綺麗であった



　　　変わった形の板碑（板石塔婆）



石造の祠/流造



青木村郷土美術館








